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　ライフプランを考えていると、多くのイベントが並ぶでしょう。費用がかからないものもあればたく
さんの費用がかかるものもあります。お金はそう簡単に貯めることはできません。なので、日ごろから
計画的な貯蓄が重要となってきます。
＜貯蓄のコツ＞
・何のための貯蓄かを明確に！
　ただ漠然と貯蓄するのはゴールがなく長続きしないことも。なので、「第一子教
育資金」「マイカー更新資金」「家族旅行資金」などライフイベントごとにどれくら
いの資金が必要なのかを考え貯蓄をしていくとポジティブな気持ちで貯蓄すること
ができます。
・ゴールの時期を明確に！
　いつまでに・どれだけ貯金をしていれば良いのかということはとても大切なこと
です。これを明確にしておくと月間・年間も目標貯蓄額が想定できます！
貯蓄にも限度あり！計画的な貯蓄を。
　たくさんのライフイベントがあれば、それだけ多くのお金が必要となることが考えられます。しかし
収入等から貯蓄に充てられるのも限りがあります。そのため、ライフプランが実行可能な範囲になるよ
う計画を途中で見直すことも大切なことです。

夢を叶えるには"戦略"がポイント！

"制度"を味方に、夢に近く！！
　国や自治体には、子育てや教育を支援する様々な制度があります。どういうとき（年齢）やどんな場
合（条件）に適応する制度なのか把握しておくことも重要な準備です。主な制度を見てみましょう。
・児童手当
　０歳から 15 歳までの子を対象に支給されるもの。総支給額は 200 万円ほどになることもあります。

　　（※所得に応じて支給される額に変動あり）
・高等学校等就学支援金制度
　国公私立問わず、高等学校等に通う所得要件を満たす世帯の生徒に対し就学支援金が支給されます。
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座談会に参加されていたご夫婦の声

　「今回ライフプランを考えたこ
とで、将来の考え方について夫婦
で一緒に考えるきっかけになりま
した。今後はより良い将来のため
にもっと考えていきたいです」と
話してくれました。

i n t e r v i e w
◆妊娠・出産
・妊娠出産特定不妊治療費の助成：町独自で最大で 30 万円

まで助成を行います。
・出生祝金：町内に住所を有する方で出産された場合、町

内で使用できる商品券等を差し上げます。
◆教育
・保育料の助成：保育料の半分を町が負担します。

（※所得により変動あり）
◆医療
・子ども医療費の助成：０歳から 18 歳までの間、初診料の

み（580 円※歯科診療は 510 円）で診察を受けられます。

この他にも様々な支援・制度があります。安平町ホームページ
「安平で安心子育て」の中でご紹介していますのでご覧ください。

安平町で受けられる制度は？
※詳細はホームページをご覧ください

安平町ホームページ「安平で安心子育て」
　https://www.town.abira.lg.jp/kosodate/anshin-kosodate

　初開催となった「子育てパパ・ママ座談会」。参加者から今後は「家計診断の開催を」という声を頂きました。
これからも、子育て世代のみなさんにとってより良いまちづくりを進めていきたいと思います。

座談会を終えて

※本特集はライフプラン様式等含め、安平町ホームページに掲載しています。ぜひご覧ください。
　https://www.town.abira.lg.jp/kosodate/setsuyaku/jigyo/1119


